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校 章 に つ い て 

 

 本校の校章は、生徒、保護者、職員並びに、小平市民からも広く

募集し、その中から選定したいくつかの図案を合成してデザイン

したものです。 

 三百余年の歴史をもつ玉川上水にふさわしい「さくら」がもつ、

“たくましさ”と“美しさ”を基底として、花びらの組み合わせに

より“協調”と“真理を貫く精神”とを調和させて本校の象徴とし

たものです。 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ２ 月 ８ 日 

 

小平市立上水中学校 

 
住所 小平市上水南町１丁目７番１号 

電話 042-323-8611 

FAX   042-323-8610 
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教 育 目 標 

 

本校の教育目標 

 

    人間尊重の精神を基調とし、知性、感性、道徳心や体力をはぐくみ、生涯を通じ、主体的 

   に学び、社会に貢献できる人間性豊かな生徒の育成を目指し、教育目標を次のように定める。 

 

   

   

   

 

 

上 水 中 生 行 動 目 標 

    本校では、生徒の行動目標を設定しています。これは、基本的な生活習慣を身に付ける 

ためであり、自分自身を誇りに思い、チャレンジできる自己を目指すためでもあります。 

     

学  

    

挨拶励行 

おはよう、こんにちは、さようなら、ありがとう、すみませんなどのほかに、返事、職員室

への入退室、相手の目を見て会話をするなども挨拶に含まれています。また、誰に対してもさ

わやかな挨拶を交わせることを大切にしています。 

   時間厳守 

    ゆとりをもって、５分前行動を心がける、また時間の使い方を意識する、家庭学習や部活動

の取組も時間を意識することを重視しています。３年生になるまでには、「先を見通し計画を

たて、実行できる実践力を高める」ことを目標にしています。 

   適切な表現 

    自分が伝えたいことを上手に伝えられる力を育てます。場所を意識して、相手を尊重し、思

いやりをもった言葉や行動をとれるようにしていきます。 

 

 

 

  

 

○ 自ら考え、進んで実行する人 

○ 心豊かで思いやりのある人 

○ 心身ともにたくましい人 
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学 校 経 営 方 針 

 

 

                                校長  市川 順康 

【基本方針】 

基本方針は、「自立し、心豊かに、たくましく生きる上水中生」の育成を目指し、次に

焦点を当て、教育活動を展開する。 

 

 

 

 

１ 「和」人間的な心の調和のとれた生徒の育成を目指す 

（人権感覚を豊かに、偏見、差別、いじめ、体罰を産まない、見過ごさない、許さない環境の学校）  

 

・ 基本的な生活習慣を大切にし、社会のルールやマナー、規範意識を身に付けさせる。 

・ 学校で決められた規則や約束事を守り、学校生活を楽しくしようと努力させる。 

 

２ 「和み」心穏やかに、楽しく学校に通い、学ぶ、生徒の心身の成長を目指す 

（カウンセリングマインドを生かした生活指導で、不登校生徒、配慮の必要な生徒を育成） 

 

・ 自他共に大切にできる思いやりの心や相手の立場に立って行動できる態度を身に付け

させる。 

・ 一人一人が自己肯定感を高め、これからの社会を築く一員として必要な協働的な態度

を身に付けさせる。また、 生命の大切さを繰り返し指導する。 

 

３ 「和（環）」ＰＤＣＡサイクルを生かした授業改善で学力向上、体力向上を目指す 

（学習指導法の工夫に常に取り組み、生徒の学力向上、体力向上の実感のある学習） 

 

・ 自ら進んで学ぶとともに、委員会や係活動等で責任を果たす態度を養う。 

・ 学習習慣（宿題の実施、復習の習慣化等）を身に付けさせ、家庭学習の充実を目指す。 

・ GIGAスクール構想を生かし、ICTを活用した授業、学習指導法の工夫に取り組む。 

 

４ 「和（輪）」保護者、地域の方々との密接な連携による教育活動の充実を目指す 

（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 密 に し た 、 教 職 員 と の 協 働 に よ る 生 徒 の 健 全 育 成 ） 

 

・ 教育、福祉、医療との緊密な連携を目指し、生徒の健全育成を目指す。 

・ 保護者、地域、関係諸機関との連携を充実させ、教育活動全体の充実を目指す。 

・ 教職員の協働を意識し、同僚性を深め、人と人とのつながりを大切する人材を育成する。  

 

 

「和」を基盤とした教育活動を展開する学校（より質の高い教育を目指して） 
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上水中学校の生活 

 

１ 学習の科目と授業時間 

 下の表の科目と時間数で１週間の授業を行います。小学校のときとは異なり、教科ごとに専門の教

科担任が指導します。授業は５ ０分を基本とし、授業と授業の間の休憩時間は１０分間です。また、

現在本校では数学と英語において少人数授業を実施しています。 

学 

 

年 

教   科 特別 

活動
 

総合的

な学習

の時間 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 道徳 

１ ４ ３ ４ ３ 1～2 1～2 3 ２ ４ １ １ 1～2 

２ ４ ３ ３ ４ １ １ 3 ２ ４ １ １ 2 

３ ３ ４ ４ ４ １ １ 3 １ ４ １ １ 2 

＊上記の数字は、１週間に実施される授業時数です。年に３回の時間割（Ⅰ～Ⅲ期）の変更があります。第１学年の

音楽、美術、総合的な学習の時間が１～２とあるのは、Ⅰ期は音楽、Ⅱ期は総合的な学習の時間、Ⅲ期は美術が、

週２時間となるためです。（Ⅰ～Ⅲ期の振り分けは令和５年度です。令和６年度は変更になる可能性もあります。） 

 

２ １日の日課 

○ 始業時刻は８時３０ 分です。登校は８時から８時３０分の間です。 

○ 登校したら朝読書をします。（朝読書は８時 25 分から開始しています。） 

○ 火・木・金の放課後は、それぞれ２年・１年・３年の学習教室を実施しています。 

水は、こだいら中学校放課後学習教室実行委員による「ほうかご教室」が実施されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
時程 月 火 水 木 金 

8:30 

～ 8:45 
朝 会 

朝 読 書 (8:25)～ 8:35 

朝 学 活  8:40 ～ 8:45 

8:50 
～ 9:40 

１ 校 時 

9:50 
～10:40 

２ 校 時 

10:50 
～11:40 

３ 校 時 

11:50 
～12:40 

４ 校 時 

12:40 
～13:10 

給    食 

13:10 
～13:30 

昼 休 み 

13:35 
～14:25 

５ 校 時 

14:35 
～15:25 

６校時 
終学活 

（～14:35） 
６校時 

 
～15:50 終学活・清掃 下校 14:45 

(職員会議等)
ほうかご教室 

終学活・清掃 

 
下校 16:00 

下校 16:00 

学習教室 ２年 
下校 16:00 

学習教室 １年 
下校 16:00 

学習教室 ３年 
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３ 年間の主な行事（令和５年度のもの）  

月 主 な 行 事 

４ 始業式、入学式、身体測定、１年生を迎える会、保護者会、引き渡し訓練、 

５ 音楽鑑賞教室(2)、体育大会、体力テスト 

６ 水泳指導始、青少年赤十字（２）、進路説明会(3)、定期テスト１ 

７ 
開校記念日(1日)、修学旅行(3)、保護者会(１、２)、セーフティ教室、大掃除、終業式 

夏季休業 三者面談(３全、１・２希望制)  

８ 夏季休業  

９ 
始業式、校外学習(1)、生徒会役員選挙、水泳指導終、定期テスト２、食育教室(1) 

青少年赤十字（３） 

10 
校外体験学習(TOKYO GLOBAL GATEWAYなど)(3)、生徒総会、学校公開日 

道徳授業地区公開講座、進路説明会(3) 、合唱コンクール、三者面談(全) 

11 三者面談(全)、定期テスト３、薬の教室(1)、ESAT―J(３)、職場体験(2) 

12 青少年赤十字（１）、三者面談(３)、保護者会(1、2)、大掃除、終業式 

１ 始業式、校内書き初め展、校外学習(2)、移動教室(1) 

２ 新入生保護者説明会、新入生体験入学、定期テスト４、ESAT―J(１、２) 

３ 学校公開日、保護者会(全)、卒業式、大掃除、修了式 

○ 避難訓練、安全指導を毎月（除く８月）計画しています。 

○ ３年生の修学旅行は、７月に関西（京都・奈良）へ２泊３日で行いました。 

○ １年生の移動教室は、1 月に新潟県ホテル・シェラリゾート湯沢・岩

原スキー場でのスキー教室を２泊３日で行います。 

 ○ 土曜授業日もあります。 

（注）上記の行事は、令和５年度に実施したものです。 

   令和６年度の計画は入学後に配布します。 

 

４ 令和５年度開設部活動（文化部３、運動部６開設） 

○ 吹奏楽部   ○ 美術部   ○ コンピュータ部 

○ バスケットボール部   ○ 野球部   ○ サッカー部   ○ テニス部   ○ バレーボール部  

○ 卓球部 

（注）開設される部活動については、変更となる場合があります。令和６年度に開設される部活動につ

いては、４月になってからお知らせします。 
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５ 給 食 

 令和５年２月から給食センターが新しくなりました。 

○ 令和５年度の費用は一食３００円でした。 

○ 食物アレルギーがあり学校生活での配慮が必要な場合は、養護教諭より申請書を受け取ってくだ

さい。食物アレルギーに関する調査票【様式１０３】は新入生全員に提出をお願いしています。 

６ 学校納付金の徴収について 

 学校納付金（給食費、教材費等）の徴収や還付は、ゆうちょ銀行の口座から、自動払込で行ってい 

ます。 

① ゆうちょ銀行（郵便局）の口座がない方は、総合口座をお作りください。 

② 入学までに、お近くのゆうちょ銀行で直接申込手続きをしてください。 

③ 学校には、入学後に２枚目の「お客様控え」の備考欄に学年、クラス、出席番号、生徒氏名、保

護者氏名をご記入の上、コピーをご提出ください。 

＜参考＞  令和５年度１年生の学校徴収金 

● 教材費  ２９，０００円（資料集、ワークブック、校外学習費用等） 

● 給食費  ５，６００円（月額） 

● PTA 会費  １，０００円（１世帯あたり） 

● 備蓄品費            ５００円（飲料水・非常食） 

７ 緊急連絡メールサービスについて 

  学校からの緊急連絡をメールサービス「スクールメールシステム」（小学校で使用していたもの

と同じ）の一斉メール配信システムにて行います。電話連絡網は、使いません。登録方法等、詳細

については入学後にお知らせします。 

８ 教科書、ノートについて 

 授業で使用する教科書は、入学後に配布します。また、授業で使用するノートについては、各教科

担当より入学後にお子様に説明しますので、事前に購入する必要はありません。 

令和５年度 使用教科書（小平市立中学校共通） 

 

教      科 出版社    教科書名 

国  語
 国  語 光 村 図 書       国語１ 

書  写 光 村 図 書       中学書写 

社  会 

地理的分野 帝 国 書 院       社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土 

歴史的分野 帝 国 書 院       社会科 中学生の歴史 日本の歩みと世界の動き 

地  図 帝 国 書 院       中学校社会科地図 

数  学 東 京 書 籍       新編 新しい数学１ 

理  科 東 京 書 籍       新編 新しい科学１ 

音  楽
 一  般 教育芸術社  中学生の音楽１ 

器楽合奏 教育出版  中学生器楽１ 音楽のおくりもの 

美  術 光 村 図 書       美術１ 

保健体育 学研教育     みらい  中学保健体育 

技術家庭
 技術分野 開 隆 堂  技術・家庭 技術分野 テクノロジーに希望をのせて 

家庭分野 開 隆 堂  技術・家庭 家庭分野 生活の土台 自立と共生 

外国語 英  語 三 省 堂 NEW  CROWN ENGLISH SERIES １ 

特別の教科 道徳 道  徳 光 村 図 書      中学道徳１ 
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特別支援教室「上水」について 

 

 特別支援教室「上水」は、学校での活動を、より充実したものにするために、生徒の状況に応じた指

導・支援を行っています。 

対象は、知的な遅れのない自閉症、情緒障害、学習障害又は注意欠如多動症があり、通常の学級での

活動に参加することができ、発達の特性や情緒の不安定などが原因で一部特別な支援を必要とする生徒

です。 

 

 

  

学 習 面      生 活 面      

○書くことや読むことに苦手さがある。 

○計画的に学習が進められない。 

○周りの会話が気になってしまって、学習に集中でき

ない。 

○思い立つと質問し、授業の進行を妨げてしまう。話

したくなると我慢ができない。 

○同時に２つのことができない。 

○ノートを取ることが苦手・できない。 

○ノートやワークなど提出物が出せない。 

  締め切りが守れない。 

○授業時間だけでは作品を仕上げられない。 

○自分の興味のあることを話し続ける。 

 相手が感心ない様子でも気が付かない。 

○自分のやり方や順番を変えられない。 

○予定の変更や時間の延長に対応できない。 

○思い込みが激しい。 

○物をどこに置いたか分からなくなる。 

必要なときに必要な物がすぐ出せない。 

○忘れ物が多い。 

○気になることがあると、すぐにやらないと気が済まな

い。 

○約束の時間を忘れる。 

  

〈指導目標〉 

自尊感情を高め、情緒を安定させながら、集団の中で意欲的に活動できる生徒の育成を目指す。 

①自分自身を知り自己肯定感を高める。 

②人と関わる力を身に付ける。 

③主体的に学習に取り組む力を身に付ける。 

 

指導は、個別及び小集団で、生徒一人一人の状況に応じ、指導を進めます。社会性を身に付けて集団

に適応する力を高めること、コミュニケーションのスキルを高めること、自分に合った学習方法を見付

け、学習に取り組む意欲を高めること、学習・生活に必要な力を身に付けること等を中心にトレーニン

グします。 

個々の生徒のニーズと様子を踏まえ、在籍学級担任や保護者と連携しながら多くの大人の手で生徒を

育ててまいります。ご質問・ご相談は、いつでも受け付けておりますので、どうぞお気軽にお尋ねくだ

さい。   

              

 特別支援教室「上水」 北校舎３階 ℡042－323－8877（直通） 

こんな心配をしていませんか？ 
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上水中学校の様子 

 

『上水の誇り』 

１ 「当たり前のことがしっかりできる」学校を目指しています。 

当たり前のこととは、挨拶、礼儀、５分前行動などのことです。上水中では全ての行動の大も

とにある「当たり前」を大切にしています。生徒は、日々の生活を大切にしようとする意識が高

く授業への取組はもちろんのこと、清掃、給食準備など、積極的に活動する生徒が多くいます。 

 

２ 「先輩を見て学ぶことのできる」学校です。 

１、２年生は、３年生の背中を見て、追いかけながら過ごしています。「先輩を見習い、先輩

を越そう」という思い、これも上水中の伝統です。１、２年生は先輩を越えるために、３年生は

今までの上水中を作り上げてきた先輩を越え、もっと良い学校をつくろうという意識が高い生徒

が多くいます。 

 

『生活行動目標』  『 自分自身に誇りをもち、チャレンジできる自分を目指す 』 

     「挨拶励行」「時間厳守」「適切な表現」 

「挨拶励行」 

おはよう、こんにちは、さようなら、ありがとう、すみません・・・のほかに、返事、職員室

への入退室、相手の目を見て会話をするなども挨拶です。また、用務員さん、事務の方、来校者

など、誰に対してもさわやかな挨拶を交わせることを目指します。 

 「時間厳守」 

常に５分前行動を心がける。（次の行動へのゆとりをもつ） 

また、家庭学習や遊び、部活動に取り組む時間などを意識することが大切です。３年生になる

時には「先を見通し計画を立て、実行できる力を高める」ことを目標にしています。 

「適切な表現」 

自分の伝えたいことを上手に伝えられる力を高める。また、相手のことを尊重し、思いやりを

もった言動をとれることを目指します。 

 

『学年目標』(令和５年度) 

 １年 『素直』   ：何事も真っ直ぐ受け止め、真っ直ぐ頑張れる心を育てる。 

 ２年 『自主自律』 ：自分で考え、自身をコントロールし、自主的に行動できる。 

 ３年 『率先垂範』 ：最上級生として、自ら進んで良い模範を示す。 

 

『月別生活目標』 

１学期 

       ４月  きちんとした生活態度、良い生活習慣を身に付ける 

５月  望ましい人間関係・集団を築く 

６月  校内生活での安全を心がける 

７月  学期を振り返り、自分自身を見つめる（長所を知る） 

２学期   

９月  きちんとした生活リズムや習慣を確立する  

１０月  より良い人間関係、集団を築く 

       １１月  意欲的に学習に取り組み、学校生活を充実させる 

       １２月  学期を振り返り、自分自身を見つめる（将来を考える） 

３学期 

１月  寒さに負けない身体をつくる 

        ２月  １年間の学習内容をまとめる 

        ３月  学期を振り返り、自分自身を見つめる（今後何をすべきか考える） 
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過ごしやすい学校を目指す 

（４月に行われる全校集会の内容を一部抜粋） 

登校・下校 

１  登校時間 

        望ましい登校時間       ８：００～８：２０ ※８：２５には朝読書を開始する。 

２  月曜日に朝礼（全校、生徒会、学年）が行われるので、時間に余裕をもって登校する。 

学習・授業  

 １ 始業時間を守り、開始の挨拶終了後直ちに授業を開始する。 

 ２ 行事などで下校の時間が早いときは、指定された時間まで家庭学習をして、外出しない。 

（基本的には、１５：３０まで家庭学習とする。） 

３ 欠席した時は授業の進度を確かめ、配布されたプリントなどは、直接先生にもらいに行く。 

４ 宿題、提出物は期限をきちんと守る。 

 （守れない場合は、居残りや、再登校となり、部活動に参加できないこともある。） 

所持品 

 １ 生徒手帳、ティッシュ、ハンカチは常に身に付けておく。 

 ２ 学習に関係のない物は一切持ってこない。（マンガ、携帯、カッター類、ゲーム類など） 

 ３ 原則として金銭は持ってこない。納入金等を持参した場合は、朝、担任の先生に預ける。 

   ★緊急時用にテレホンカードの所持は認める。 

  ４ 年間を通し、水分補給のため、水筒の持参を許可する。中身は水、お茶類または、スポーツド

リンクとする。ペットボトルは、休日や夏休み等の部活動時に持参可能。ただし、中身は日常

時と同じものとし、ごみは持ち帰る事。 

 ５ 落とし物は先生方に届ける。職員室前ガラスケースに一学期間保管しておくので、自分の落と

し物があった時は、担任の先生に申し出る。→持ち物に名前をきちんと書く。 

諸届け 

１ 欠席・遅刻届け…当日の朝８：１５までに、保護者が学校に電話連絡するか、生徒手帳に書い

て、担任に連絡が届くようにする。 

  遅刻した場合は、職員室で登校したことを伝え、その後静かに教室に入り、授業担当の先生に

簡単に理由を述べてから着席する。授業後に担任の先生にもきちんと報告する。 

２ 早退届け…保護者が電話連絡か、生徒手帳に書いて担任の先生に届ける。（生徒は朝学活で提

出する。）体調不良での早退は、養護教諭と担任が確認し、保護者に連絡する。保護者が自宅

にいない場合は、保護者の許可があれば自宅に帰す。ただし、帰宅したら必ず学校に電話をか

ける。 

 ３ 見学届け…保護者からの見学届け（生徒手帳に記入）を授業担当者に届け出る。 

 

服 装 等 に つ い て 

 

 上水中学校が開校された時、通学時の服装について在校生及び保護者の方にアンケート調査を実施し

ました。その結果、多数の方が標準服の着用を希望され、いろいろと貴重なご意見やご要望をお寄せく

ださいました。皆様のこの要望等に沿うよう慎重に検討を重ねた結果、本校としての標準服が決定され、

服装のきまりがつくられました。令和２年度より女子用のスラックスも購入できるようになりました。 

 

 ＊ 学校内外ともに、服装は中学生らしく質素で清潔に保つよう心がける。 

 ＊ 通学時には標準服を着用する。これは休日の登校や下校後に再登校する際も同様。（ただし、令

和３年度からコロナウイルス感染症対策で更衣室での密を避けるため、体育授業のある日に体育

着・ジャージ登校を可としています（ただし、儀式的行事時以外）。 
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◎ 冬服推奨期間（1１月～４月） 

・黒色の詰め襟学生服（ボタンは本校指定のもの）、学生ズボン 

・バッジは右襟に校章、左襟に学年・学級章を付ける。 

・中着は白のワイシャツ 

◎ 夏服推奨期間（５月～１０月） 

・白ワイシャツ、もしくはポロシャツに黒色の学生ズボン 

 ※ポロシャツの色は、白・紺・グレー 

 

 

◎ 冬服推奨期間（1１月～４月） 

  【フォーマル時（儀式・集会時・指定された時）】 

・濃紺の襟付きシングルブレザー（プラスチック製紺色２つボタン） 

紺スカートまたはスラックス、指定ベスト 

・中着は白ワイシャツにエンジ色の棒ネクタイ 

【通常時は以下の着こなし可能】 

・濃紺の襟付きシングルブレザー（プラスチック製紺色２つボタン） 

紺スカートまたはスラックス、 

・中着は白ワイシャツにエンジ色の棒ネクタイ 

・指定ベストに代わり、セーター及びカーディガンの着用が可能 

◎ 夏服推奨期間（５月～１０月） 

・白ワイシャツまたは白スクールブラウス 

・ベスト、ネクタイは着用しなくてもよい。（ネクタイを未着用時は、ブレザーは着用できない。） 

・スカート、スラックスは、色、型とも濃紺色で冬服と同じ。 

 ※夏時期の儀式的行事等は、夏服になります。（１学期終業式及び２学期始業式） 

 

 

・衣替えのための移行期間や夏服着用期間や冬服着用期間などの指定を設けない。 

 ※個人で体感温度や座席により温度が変わるため、個々で判断する。 

 

 

・通学時の靴：体育の授業で使用するので、高額でない軽量の運動靴を購入する。 

（体育大会があるので走りやすいものにする。 

陸上用の靴がよい。高価な靴は禁止。） 

  ・上 履 き：学校指定のもの。靴のラインの色は緑。 

  ・体育館履き：学校指定のもの。靴のラインの色は緑。 

 

 

・特に指定のものはない。両肩にバランスよく荷重がかかる物が望ましい。 

（標準服に合い、中学生らしいもの） 

 

 

学年 
学級章 

校章 

男子 

女子 

男子標準服 

女子標準服 

衣 替 え 

靴 

カ バ ン 

上履き 名字記入 

 

体育館履き 

名字記入 
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【体育の授業】 白半袖シャツ（ワンポイントの白半袖 T シャツ可）、ハーフパンツで参加する。 

【見学者の服装】体育着に着替える。 

【水泳授業期間】 ６月下旬～９月上旬 

【水 着】 スクール水着、帽子。紺色を主色とした水着。帽子は緑色。 

 

 通常時は、防寒のために、指定のベストに代わりセーター・カーディガンを着用することができる。

色は、黒、紺、灰色など地味なもの（ワンポイントは可）。標準服の袖や裾から大きくはみ出すような、

だらしのない格好にならないよう、体に合ったものにする。また、コートやウインドブレーカーを着て

登校することができる。（色は、黒、紺、茶、灰色、部活動で使用している物） 

コートは、ダッフルコートや P コートが望ましい。（冬服着用時により使用可）。 
 

 

・靴下は白色、黒色、紺色で無地のものに限る（ワンポイントは可）。 

   ただし、儀式の日は白色の靴下とする。 

  ・女子の髪留めは、黒、紺、茶で細く飾りのないものとする。 

  ・頭髪は、中学生らしく清潔にすることを意識する。（整髪料は禁止）。 

・黒い革のベルトを基本とする。金属の飾りのついたものや白いものは禁止。 

 

学 校 指 定 用 品 の 購 入 方 法 

 

１ 標 準 服 

・ムサシノ、クローバーズで注文を受け付けます。 

・上記業者による採寸を令和６年２月１０日（土）午前９時３０分～１１時に本校にて行います。 

２ 校章、学年・学級章 

・ＮＩＣＥクリーニング上水南町店で販売しています。 

（令和５年度は、校章 320 円、学年・学級章 270 円） 

３ 上履き、体育館履き（新１年生は靴のラインが緑色のものです。） 

・日本堂文具店で販売しています。 

４ 体育着、水着ほか 

・ロイヤルスポーツ（株）で販売しています。 

・体育着についても、上記業者による採寸を令和６年２月１０日(土)午前９時３０分～１１時に本校

で標準服の採寸とあわせて行います。 

・水着等は初夏に上記業者が校内販売いたします（希望者のみ、指定業者の物でなくても構いませ

ん）。詳細は後日お知らせいたします。 

・男女共、武道を行います。過去、剣道の場合は竹刀、柔道の場合は柔道着を有料でレンタルして対   

応しています。 

武道の内容は、４月にお知らせいたしますが、不要の場合はお申し出ください。（昨年度は柔道） 

 

 

体育時の服装 

防 寒 着 

そ の 他 



－ 11 － 

５ 販売店一覧 

販売店名 住  所 電話番号 

ムサシノ 武蔵野市吉祥寺北口サンロード ０４２２－２１－３７１１ 

クローバーズ 小金井市貫井北町１丁目２４－１３ ０４２－３１６―４４２３ 

ＮＩＣＥクリーニング 小平市上水南町２－２７－１１ ０８０－２１７３―２４６０ 

ロイヤルスポーツ（株） 小平市たかの台１９－１０ 
TEL ０４２－３４４－３３９１ 

FAX ０４２－３４４―３３３９ 

日本堂文具店 

（上履き・体育館履き） 
小平市学園東町２－４－１３ ０４２－３４２－０２４８ 

 保 健 室 か ら 

１ 応急処置について 

(1) けがで受診が必要と思われるときは、ご家庭に連絡をします。 

学校または病院に来て、立ち会ってください。そのとき、健康保険証と現金をご用意ください。 

(2) 緊急時の連絡先は常に明確にしてください。→変更後は速やかに担任までご連絡ください。 

けがや病気などで、早退や受診の必要のある時は連絡します。保護者または祖父母など、迎えや

帰宅後の面倒を見ることのできる方をお願いします。 

(3) 具合が悪い時は１時間程度休養させます。 

それでも回復しない場合は、保護者などに電話連絡をして、早退させます。生徒一人で早退させ

た場合は、自宅に着き次第学校に電話連絡させます。 

(4) 保健室では、内服薬を与えることはできません。 

２ 独立行政法人 日本スポーツ振興センターについて 

(1) 学校管理下（授業・部活・休憩時間・登下校など）でのけがで受診し、保護者負担が１,５００円以

上の場合、日本スポーツ振興センターに申請し審査が下りると、後日、医療費が給付されます。

支給額は「診療報酬額の４割」です。保険外診療に当たる医療費は支給対象にはなりません。 

(2) 学校でのけがをご家庭から受診した場合は早めにお知らせください。 

(3) 給付金は、申請手続きを取ってから２～３か月後、ご指定の銀行口座に振り込まれます。 

（振り込み手数料は保護者負担となります） 

※詳細は、４月に文書を配布しますのでご確認ください。 

３ 健康上の配慮が必要な場合について 

☆ 心臓病・腎臓病がある場合 ☆ けいれん性の病気がある場合 ☆ アレルギーがある場合 

☆ 運動に配慮が必要な場合 ☆ その他 

※心臓・腎臓疾患などで定期的に受診されている場合あるいは、食物アレルギーがあって学校生活 

 上管理が必要な場合は、主治医の記入した「学校生活管理指導表」を学校に提出してください。 

その他、健康上の配慮が必要な場合は、保健連絡票にご記入ください。 

４ 定期健康診断について 

 ４月～６月にかけて身体測定や各種検診が実施されます。結果については、その都度、ご家庭にで

きるだけ早めに文書でお知らせします。治療が必要な場合は受診してください。受診後の結果票は学

校に提出してください。すでに治療済みのときなど、事情がある場合は保護者が記入してくださって

もかまいません。 

５ ご家庭では生活リズムの確立を 

 成長期の生徒にとっては、毎日の生活のリズムを乱さないことがとても大切です。このことが自律

神経を鍛え、集中力やがんばれる力をつくっていきます。何かと対応の難しい時期ですが、ご家庭で

も気を付けていただき、一定のリズムをもった生活を習慣付けてください。  
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 教育相談室について  
  

本校には教育相談室（カウンセリングルーム）が設けられています。 

 ＳＣ（スクールカウンセラー）が配置され、毎週１回勤務し、生徒たちの悩みの相談などをしてい

ます。保護者の方々の相談も受け付けています。担任や保健室を通じて申し込めます。また電話で直

接申し込むこともできます。（令和５年度は、木曜日 9:00～１６:５５に開室） 

  

 また、生徒本人とだけでなく、家庭や行政、福祉関係施設など、外部機関と連携しながら、生徒を

取り巻く環境を調整するためにＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）も配置され、原則毎週２回勤

務しています。（令和５年度は、月曜日と木曜日） 

入 学 式 に つ い て 

 

１ 入学式の日時 

    ４月９日（火） 

 

受 付 午前 ８時４５分 ～ ９時０ ０ 分 

開 式     ９時３０分 

・保護者の方は、９時２０ 分までにはご着席ください。 

・上水中学校体育館で行います。 

 

２ 受付について 

(1) 保護者同伴で登校してください。 

(2) 新入生は登校したら中庭に掲示する「組分け編成表」を見て、受付に行き、教育委員会から送られ

てきた「入学通知書」を提出してください。（入学通知書は、新入生本人に持たせてください。） 

(3) 受付が終わったら、新入生は、係の教員・生徒が教室に誘導します。保護者の付き添いは必要あ

りません。保護者は、そのまま体育館の保護者席にご着席ください。 

 

３ 当日の流れについて 

(1) 自分のクラス・出席番号を確認し、そのクラスの受付に入学通知書を出してください。 

(2) 係生徒の指示に従って、昇降口で上履きに履き替え、３階の各教室へ移動します。 

(3) 教室では、指示された席に着席します。担任が、入学式のために事前の指導をします。その後、

体育館履きに履き替えて体育館前へ移動します。 

(4) 入学式は３０分を予定しています。その後、新入生は自分の教室で担任からの諸連絡後、保護者

とともに、クラスごとに記念撮影をし、１１時００分ごろには下校の予定です。 

(5) 式後、生徒が教室で学活をしている間、保護者の方には、そのまま式場にて、学年主任の話、PTA

等の説明があります。 

 

４ 当日の服装、持ち物について 

 服 装‥‥‥‥標準服 ※Ｐ.９ 

 校章、学年・学級章はつける必要はありません。 

 

持ち物‥‥‥‥・「入学通知書」教育委員会から送られてきたもの→→→→受付で提出 

          ・「春休みの生活と学習」（答え合わせの〇つけをして）→担任へ提出 

          ・筆記用具、上履き、体育館履き 
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 ○保護者の方も上履き（スリッパ）をご用意ください。下履きを入れる袋類もご用意ください。 

○「入学通知書」は必要事項を確認させていただき、後日生徒を通じて、保護者に返却いたします。 

 

 ※ 入学式について、ご不明な点などございましたら、副校長（植木）までご連絡ください。 

                 上水中学校 電話 ０４２－３２３－８６１１（代） 


